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■ 9月 1日現在「乳用種雌牛頭数」　全国：1,467 千頭　広島：9,860 頭
■広酪雌雄精液購入費に対する助成単価 8,000 円／本（上限）

　

広
酪
に
お
け
る
生
乳
受
託
数
量
の
状
況
は
、
本
誌
巻
末

の
「
酪
農
テ
レ
ッ
ク
ス
」に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
平
成

二
十
四
年
四
月
か
ら
九
月
迄
の
生
乳
受
託
数
量
実
績
は
、 

二
万
七
千
四
百
七
十
三・
六
ト
ン（
前
年
同
期
対
比
九
十
六・
九
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
生
乳
販
連
の
生
乳
受
託
数
量
実
績
は
、

十
四
万
八
千
六
百
四
十
四・
四
ト
ン（
前
年
同
期
対
比
百
二・
四
％
）

と
、
中
国
五
県
の
中
で
も
生
乳
生
産
量
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

　
本
誌
先
月
号
で
は
、
経
産
牛
の
一
頭
当
た
り
の
年
間
平
均
乳
量
、

年
間
の
死
廃
頭
数
、
酪
農
家
に
お
け
る
空
き
牛
床
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
近
い
将
来
の
生
乳
生
産
基
盤
を

担
う
二
十
四
カ
月
年
齢
未
満
の
頭
数
デ
ー
タ（
基
礎
デ
ー
タ
：
J

－

M
I
L
K
の
HP
か
ら
引
用
）に
着
目
し
て
み
ま
し
た
。

　
こ
の
デ
ー
タ
を
、
各
自
の
酪
農
経
営
実
態
に
照
ら
す
中
で
、
雌

雄
判
別
精
液
の
利
用
に
着
目
戴
き
、
将
来
の
後
継
雌
牛
の
出
生
率

を
高
め
て
戴
く
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

■
二
十
四
カ
月
齢
未
満
の
乳
用
雌
牛
頭
数
の
現
状

　

広
島
県
全
体
の
乳
用
雌
牛
総
頭
数
九
千
八
百
六
十
頭
で
、
こ
の

内
二
十
四
ヶ
月
齢
未
満
牛
の
占
め
る
割
合
は
、
二
十
六
・
三
％
の

二
千
六
百
頭
で
す
。

　

対
し
て
、
中
国
地
区
の
乳
用
雌
牛
総
頭
数
は
五
万
千
五
百
六
頭

に
占
め
る
割
合
は
、
二
十
七
・
三
％
の
一
万
四
千
八
十
三
頭
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

全　国 32.6％

北海道 38.7％

都府県 24.2％

中　国 27.3％

広島県 26.3％

年齢範囲 全国計 構成割合 北海道 構成割合 都府県 構成割合 中国計 構成割合
0 歳以上 1 歳未満 237,933 16.2% 161,232 19.2% 76,701 12.2% 7,180 13.9%
1 歳以上 2 歳未満 240,247 16.4% 163,558 19.5% 76,689 12.2% 6,904 13.4%
2 歳以上 3 歳未満 240,963 16.4% 128,219 15.3% 112,744 18.0% 9,214 17.9%
3 歳以上 4 歳未満 211,967 14.4% 109,098 13.0% 102,869 16.4% 8,545 16.6%
4 歳以上 5 歳未満 164,611 11.2% 86,998 10.3% 77,613 12.4% 6,336 12.3%
5 歳以上 6 歳未満 121,344 8.3% 62,820 7.5% 58,524 9.3% 4,587 8.9%
6 歳以上 7 歳未満 96,873 6.6% 50,444 6.0% 46,429 7.4% 3,620 7.0%
7 歳以上 8 歳未満 61,898 4.2% 32,075 3.8% 29,823 4.8% 2,195 4.3%
8 歳以上 9 歳未満 39,647 2.7% 19,995 2.4% 19,652 3.1% 1,363 2.6%
9 歳以上 10 歳未満 25,266 1.7% 12,785 1.5% 12,481 2.0% 819 1.6%
10 歳以上 26,463 1.8% 13,551 1.6% 12,912 2.1% 743 1.4%

合　計 1,467,212 100.0% 840,775 100.0% 626,437 100.0% 51,506 100.0%

【乳用雌牛の年別区分別頭数状況】� （単位：頭）　32.6％ 38.7％ 24.4％ 27.3％

｝ ｝ ｝ ｝

酪農経営基盤の維持・向上に
雌雄判別精液のご利用を!!

乳
用
種
雌
牛
頭
数
の
内
24
カ
月
齢
未
満
頭
数
の
割
合

（
全
国
と
中
国
の
比
較
）
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二
十
四
カ
月
齢
未
満
の
乳
用
雌
牛
頭

数
の
割
合
向
上
に
雌
雄
判
別
精
液
を

活
用
下
さ
い

　

広
酪
で
は
、「
雌
雄
判
別
精
液
利
用
奨
励

助
成
事
業
」に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、近
い
将
来
の
生
乳
生
産
基
盤
を
担
う
、

乳
用
雌
牛
確
保
の
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、

雌
雄
判
別
精
液
購
入
経
費
に
対
す
る
助
成
措

置（
広
酪
独
自
事
業
と
中
国
生
乳
販
連
の
事

業
を
セ
ッ
ト
）を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

助
成
金
単
価
は
一
本
当
た
り
八
千
円
で
す

が
、
雌
雄
判
別
精
液
の
単
価
が
同
額
を
上
回

る
場
合
は
、
こ
の
額
を
上
限
と
し
、
逆
に
下

回
る
場
合
は
、
雌
雄
判
別
精
液
購
入
経
費
の

相
当
額（
本
数
の
上
限
十
五
本
）を
助
成
し
ま

す
。

　

平
成
二
十
四
年
九
月
末
迄
の
雌
雄
判
別
精

液
利
用
奨
励
助
成
事
業
の
実
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
ま
と
め

　

先
月
号
に
続
き
、
生
乳
生
産
基
盤

に
関
す
る
要
素
と
な
る
後
継
牛
の
確

保
に
注
目
し
て
み
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
数
人
か
ら
は
「
自
ら
に

よ
る
乳
用
後
継
雌
牛
の
確
保
は
、
将

来
の
酪
農
経
営
を
支
え
る
重
要
な
要

素
で
あ
り
、
一
日
五
百
円
の
貯
金
と

考
え
る
べ
き
だ
」と
の
指
摘
意
見
が

届
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
も
っ
と
も
な
意
見
と
受
け
止
め

る
と
こ
ろ
で
す
。
県
外
導
入
に
依
存

し
な
い
経
営
基
盤
の
確
立
は
、
市
場

競
争
に
左
右
さ
れ
な
い
酪
農
経
営
の

安
定
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

広
酪
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
中
国

地
区
に
並
ぶ
割
合
以
上
の
乳
用
雌
牛

の
後
継
育
成
牛
を
確
保
し
て
行
く
こ

と
が
、
酪
農
家
に
お
け
る
将
来
に
及

ぶ
酪
農
経
営
の
礎
を
築
く
と
と
も
に

県
全
体
の
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
若

し
く
は
向
上
に
結
び
つ
く
も
の
と
考

え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

生
乳
生
産
基
盤
の
打
開
策
と
し
て

何
が
必
要
な
の
か
等
、
ご
意
見
や
ご

提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
広
酪
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

■ 24カ月齢未満の乳用雌牛頭数の現状

年齢範囲 広島県 構成割合 鳥取県 構成割合 島根県 構成割合 岡山県 構成割合 山口県 構成割合
0 歳以上 1 歳未満 1,276 12.9% 1,645 16.5% 1,343 13.0% 2,433 13.8% 482 13.0%
1 歳以上 2 歳未満 1,324 13.4% 1,569 15.8% 1,253 12.1% 2,269 12.9% 488 13.1%
2 歳以上 3 歳未満 1,620 16.4% 1,821 18.3% 2,104 20.3% 3,068 17.4% 600 16.1%
3 歳以上 4 歳未満 1,679 17.0% 1,637 16.5% 1,770 17.1% 2,938 16.7% 520 14.0%
4 歳以上 5 歳未満 1,280 13.0% 1,179 11.9% 1,227 11.9% 2,166 12.3% 484 13.0%
5 歳以上 6 歳未満 1,017 10.3% 789 7.9% 802 7.8% 1,601 9.1% 378 10.2%
6 歳以上 7 歳未満 705 7.2% 567 5.7% 814 7.9% 1,257 7.1% 277 7.4%
7 歳以上 8 歳未満 401 4.1% 372 3.7% 468 4.5% 771 4.4% 183 4.9%
8 歳以上 9 歳未満 267 2.7% 184 1.9% 264 2.6% 519 2.9% 129 3.5%
9 歳以上 10 歳未満 157 1.6% 109 1.1% 167 1.6% 304 1.7% 82 2.2%
10 歳以上 134 1.4% 69 0.7% 131 1.3% 311 1.8% 98 2.6%

合　計 9,860 100.0% 9,941 100.0% 10,343 100.0% 17,637 100.0% 3,721 100.0%

■平成 24年 9月末迄の
雌雄判別精液利用奨励助成事業実績

地域 戸数 雌雄判別精液

備　北 11 戸 116 本

南　部 1戸 6本

西　部 5戸 70 本

東　部 12 戸 113 本

合　計 29 戸 305 本

○
今
月
の
表
紙　
　

▼
今
回
の
表
紙
写
真
は
、
三
次
市
高
谷
山
の
頂

き
か
ら
三
次
市
街
に
カ
メ
ラ
を
構
え
、「
霧
の

海
」を
シ
ョ
ッ
ト
し
た
。

▼
広
酪
本
所
は
広
島
県
三
次
市
に
あ
り
、
同
市

の
観
光
名
所
は
、
鵜
飼
い
船
、
霧
の
海
な
ど

が
あ
る
。

▼
今
、朝
の
冷
え
込
む
時
に
発
生
す
る
「
霧
の
海
」

の
眺
望
は
絶
景
で
あ
る
。

▼
三
次
市
は
盆
地
で
、
江
の
川
本
流
の
可
愛
川
、

及
び
そ
の
支
流
、
馬
洗
川
、
西
城
川
、
神
野

瀬
川
が
交
わ
っ
て
い
る
。

▼
霧
は
、
水
蒸
気
を
含
ん
だ
大
気
の
温
度
が
何

ら
か
の
理
由
で
下
が
り
露
点
温
度
に
達
し
た

際
に
、
含
ま
れ
て
い
た
水
蒸
気
が
小
さ
な
水

粒
と
な
っ
て
空
中
に
浮
か
ぶ
こ
と
で
発
生
す

る
の
だ
そ
う
だ
。

▼
霧
の
晴
れ
な
い
状
況
に
、
出
張
で
訪
れ
た
人
、

遠
方
か
ら
転
勤
で
初
め
て
三
次
市
内
に
住
居

を
構
え
た
人
か
ら
は
、
正
午
ま
で
「
気
分
が
憂

鬱
に
な
る
」、「
今
日
は
雨
な
の
？
」、「
洗
濯

物
が
乾
か
な
い
」等
の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ

る
。

▼
三
次
市
の
秋
は
、
昼
ま
で
ベ
ー
ル
に
包
ま
れ

る
こ
と
が
多
い
。

▼
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞
が
決
ま
っ
た

山
中
伸
弥
・
京
都
大
教
授
に
よ
る
人
工
多
能

性
幹
細
胞（
i
P
S
細
胞
）
の
研
究
で
は
、
未

知
の
ベ
ー
ル
を
一
枚
一
枚
剥
が
す
こ
と
か
ら

成
果
が
生
ま
れ
た
と
か
？

▼
三
次
市
の
観
光
名
所
で
あ
る
「
霧
の
海
」を
山

の
頂
か
ら
眺
め
る
機
会
を
是
非
と
も
つ
く
っ

て
み
ら
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

▼
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

か
ら
・
・
・
。

▼
「
霧
」の
文
字
が
入
る
熟
語
の
中
に
「
雲
散
霧

消（
う
さ
ん
む
し
ょ
う
）」が
あ
る
。
こ
の
熟
語

「
雲
の
中
に
溜
ま
っ
て
い
た
わ
だ
か
ま
り
や
悩

み
が
消
え
て
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
気
持
ち
に
な

る
」と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。

26.3％ 32.3％ 25.1％ 26.7％ 26.1％

特集生乳生産基盤の現状に着目－第 2弾－

｝ ｝ ｝ ｝ ｝

（中国地方各県との比較）


